




　負荷山崩し手法には余力を活用するバックワード負荷
山崩し手法を採用することにより，納期を守りつつ過去
方向の余力を活用する負荷調整を行う。それでも調整が
不可能な場合にはフォワード負荷山崩しを行い，将来方
向に負荷山崩しを行うことで最終的に実行可能な負荷計
画を得る。なお，バックワード負荷山崩しには従来手
法1）を活用するため，以下ではフォワード負荷山崩し方
法について説明する。
2．2　設備負荷調整方法の詳細

　設備負荷山積みの結果が設備能力制約に違反している
設備・時間帯がある場合には，下工程の仕掛状況，納期
までの余裕度から負荷山崩し優先度を決定する。この優
先度に従い，作業負荷を「同一時間帯での代替設備」，「同
一設備での異なる時間帯」の二つの山崩し先のいずれか
に，材欠・納期遅れが発生しないように移動させる。こ
こで，同一設備での異なる時間帯に負荷を崩した場合に
は，前後の工程間時間の制約に違反が発生する場合があ
り，下工程の負荷も連鎖して崩す必要がある。そのた
め，他工程への影響がない同一時間帯での設備変更を優
先する。負荷が能力を超過している設備・時間帯がなく
なるまでこの山崩しを繰返すことにより，より，よト゚ 孥倻

め〒 ・時間帯がある場戟㋯間帯ぉせる。 傅カ備を優
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